
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

四
七
〇

○
福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

四
七
一

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

四
七
一

告

示

福
島
県
告
示
第
六
百
十
三
号

政
府
調
達
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
手
続
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

第
一
中
「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
。
以
下
「
協
定
」
を
「
地
方
公

共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に

関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改

正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
（
以
下
「
協
定
等
」
に
改
め
る
。

第
三
の
一
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
、
「
苦
情
」
を
「
書
面
に
よ
り
苦
情
」
に
改
め
、
第
三
の

二
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
る
。

第
五
の
一
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
第
五
の
三
中
「
第
六
の
五
」
を
「
第
六
の
六
」
に
、

「
文
書
」
を
「
書
面
」
に
改
め
る
。

第
六
の
一
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
、
「
文
書
」
を
「
書
面
」
に
改
め
、
第
六
の
九
の
１
中
「
文

書
」
を
「
書
面
」
に
改
め
、
第
六
の
九
の
１
㈡
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
第
六
の
九
の
３

中
「
委
員
会
は
」
の
下
に
「
、
調
達
に
利
害
関
係
を
持
つ
者
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
」
を
加
え
、

「
供
給
者
」
を
「
当
該
者
」
に
改
め
、
第
六
の
九
を
第
六
の
十
と
し
、
第
六
の
八
を
第
六
の
九
と
し
、

第
六
の
七
の
２
及
び
３
中
「
提
示
」
を
「
提
出
」
に
改
め
、
第
六
の
七
の

中
「
苦
情
申
立
人
、
参
加

13

者
若
し
く
は
関
係
調
達
機
関
の
求
め
に
よ
り
、
又
は
委
員
会
の
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
第
六
の
七
の

を
第
六
の
七
の

と
し
、
第
六
の
七
の

を
第
六
の
七
の

と
し
、
第
六
の
七
の

中
「
又
は
」
を

16

17

15

16

14

「
若
し
く
は
」
に
、
「
公
開
す
る
よ
う
」
を
「
公
開
で
行
う
こ
と
又
は
証
人
の
出
席
を
」
に
改
め
、
第

六
の
七
の

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14委
員
会
は
、
原
則
と
し
て
、

に
規
定
す
る
求
め
に
応
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

15

14

い
て
、
委
員
会
は
、
意
見
若
し
く
は
報
告
の
陳
述
又
は
証
人
の
出
席
に
つ
い
て
、
苦
情
申
立
人
、

参
加
者
、
関
係
調
達
機
関
そ
の
他
の
調
達
に
利
害
関
係
を
持
つ
者
の
営
業
上
の
秘
密
、
製
造
過

程
、
知
的
財
産
そ
の
他
当
該
者
に
関
す
る
商
業
上
の
秘
密
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
六
の
七
を
第
六
の
八
と
し
、
第
六
の
六
の
１
中
「
十
日
」
を
「
十
二
作
業
日
」
に
改
め
、
第
六
の

六
の
４
た
だ
し
書
を
削
り
、
第
六
の
六
の
５
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

４
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
調
達
機
関
の
長
が
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
た
め

機
関
と
し
て
委
員
会
の
要
請
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
理

由
と
と
も
に
直
ち
に
委
員
会
に
文
書
を
も
っ
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
委
員
会
は
、
当
該
通
知
の
あ
っ
た
後
直
ち
に
当
該
文
書
の
写
し
を
苦
情
申
立
人
に
送
付

す
る
。

第
六
の
六
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

５
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
当
該
理
由
が
認
め
る
に
足
り
る
も
の
か
ど
う

か
を
判
断
し
、
そ
の
結
果
を
直
ち
に
苦
情
申
立
人
及
び
関
係
調
達
機
関
に
文
書
を
も
っ
て
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
の
六
を
第
六
の
七
と
し
、
第
六
の
五
中
「
当
該
苦
情
を
申
し
立
て
た
者
（
以
下
「
苦
情
申
立
人
」

と
い
う
。
）
」
を
「
苦
情
申
立
人
」
に
改
め
、
第
六
の
五
を
第
六
の
六
と
し
、
第
六
の
四
を
第
六
の
五

と
し
、
第
六
の
三
を
第
六
の
四
と
し
、
第
六
の
二
本
文
中
「
七
作
業
日
」
を
「
十
作
業
日
」
に
改
め
、

第
六
の
二
の
２
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
第
六
の
二
を
第
六
の
三
と
し
、
第
六
の
一
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二

委
員
会
は
、
一
の
書
面
に
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
苦
情
を
申
し
立
て
た
者
（
以

下
「
苦
情
申
立
人
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
不
備
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
は
、
職
権
で
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
の
一
及
び
第
七
の
二
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
第
七
の
三
中
「
協
定
」
を
「
協
定

等
」
に
、
「
調
達
の
」
を
「
当
該
調
達
の
」
に
、
「
及
び
調
達
機
関
」
を
「
及
び
関
係
調
達
機
関
」
に

改
め
、
第
七
の
七
中
「
当
該
当
局
」
を
「
当
該
執
行
当
局
」
に
改
め
、
第
七
の
七
を
第
七
の
八
と
し
、

第
七
の
六
を
第
七
の
七
と
し
、
第
七
の
五
中
「
当
該
関
係
調
達
機
関
」
を
「
関
係
調
達
機
関
」
に
改
め
、

第
七
の
五
を
第
七
の
六
と
し
、
第
七
の
四
を
第
七
の
五
と
し
、
第
七
の
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四

委
員
が
少
数
意
見
の
公
表
を
求
め
た
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
少
数
意
見
を
報
告
書
に
付
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
の
二
中
「
そ
の
旨
」
を
「
、
そ
の
決
定
の
結
果
及
び
そ
の
理
由
」
に
改
め
、
第
八
の
三
の
１
中
───────────────────────────────────────────────────────────
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「
第
六
の
九
」
を
「
第
六
の
十
」
に
改
め
る
。

第
十
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
「
文
書
」
の
下
に
「
（
電
子
的
手
段
に
よ
る
当
該
調
達

の
実
施
に
関
す
る
履
歴
を
適
切
に
確
認
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
一
の
一
中
「
協
定
」
を
「
協
定
等
」
に
改
め
、
「
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
」
を

削
り
、
「
及
び
額
」
を
「
に
応
じ
総
務
大
臣
の
定
め
る
額
」
に
改
め
る
。

（
審

査

課
）

福
島
県
告
示
第
六
百
十
四
号

福
島
県
政
府
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
を
定
め
た
件
（
平
成
八
年
福
島
県
告
示
第
三
百
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

第
一
条
中
「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
。
以
下
「
協
定
」
と
い

う
。
）
」
を
「
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作

成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調

達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、
当
該
委
員
は
、
後
任
者
が
任

命
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
議
事
録
）

第
七
条

委
員
会
は
、
会
議
の
議
事
録
を
作
成
す
る
。

附

則

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
審

査

課
）

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
号

福
島
県
公
職
選
挙
等
執
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号
）
第
八
条

第
四
項
（
第
百
八
条
、
第
百
九
条
第
一
項
、
第
百
十
条
第
一
項
、
第
百
十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
十
二

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
不
在
者
投
票
の
で
き

る
施
設
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

菊

地

俊

彦

変

更

前

変

更

後

変

更

年

月

日

二
本
松
社
会
保
険
介
護
老
人

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機

平
成
二
六
年
四
月
一
日

保
健
施
設
サ
ン
ビ
ュ
ー
二
本

能
推
進
機
構
二
本
松
病
院
附

松

属
介
護
老
人
保
健
施
設
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